
 

人社系副専攻プログラム SDGs セミナー vol. 4 を実施いたしました 

 

九州大学人社系協働研究・教育コモンズが主催します SDGs セミナー vol. 4 を、２０２３

年 11 月 22 日（水曜日）に開催いたしました。本セミナーでは、経済産業省九州経済産業

局カーボンニュートラル推進・エネルギー広報室の藤徹様に『2050 年カーボンニュートラ

ルの実現に向けて』というタイトルでご講演をいただき、その内容を踏まえ参加学生による

ワークショップを実施いたしました。 

 

 本セミナーには約 20 名の学生に参加いただきました。参加学生は気候変動問題が私たち

の暮らしに与える影響やカーボンニュートラルの必要性について興味深く報告を聞いてい

ました。加えて、気候変動対策に向けて国内の大企業や中小企業でどのような取り組みが進

められているかについて、具体的な事例を紹介いただくことで、学びを深めることが出来ま

した。また「気候変動対策の取り組みと市場競争力の関係」について考えるグループワーク

を実施する中で、学生同士で意見交換を楽しんでいる様子でした。 

 

 

写真①：九州経済産業局 藤様の講演の様子 



 

 

写真②：楽しそうにグループワークに取り組む参加者 

 

  

写真③：グループワークの内容を報告する参加者 



 

■セミナー参加学生からの感想 

 

⚫ 社会全体で SDGs について考える機会が増えていて、自分としても正しい情報のもと

に意見を言わなければいけないなと思いました。GX(Green transformation)に関連する

話などは言葉しか知らなかったので、今後より情報収集をしていきたいと考えていま

す。 

 

⚫ 本日のセミナーを通じて、カーボンニュートラル(CN)に関する理解が深くなりました。

しかし、私たちは個人の消費者としてやはり CN 社会の達成に対して努力の限界があ

ると考えています。そこで、大手企業だけでなく、国内企業の大部分の割合を占めてい

る中小企業も CN に取り込んでいることは何よりです。 

 

⚫ 消費者にとってエコな商品が価値あるものとなるには、企業側による働きかけ、ブラン

ディングが重要になってくるのだと感じました。そしてそのような企業を支援する主

体として、金融だけでなく政府の活躍が重要になってくるのだと感じました。 

 

⚫ 経済産業局の仕事について初めて知り、社会の仕組みや課題に関われて興味深いと感

じました。IPCC の変化も、疑う余地が無いということで、さらにエコへの意識が強ま

りました。 

 

⚫ 基本的なことから、企業や自治体の取組までご説明いただき、非常にわかりやすく、新

たな学びも多い時間でした。特に、大企業の脱炭素化の流れの中で、中小企業にもその

流れがどのように反映されるのか楽しみです。 

 

⚫ カーボンニュートラルの達成のために、CO2を削減することだけに目が行きがちだが、

削減するだけでなく、呼吸・固定を増加させるという考えも大事なのだなと思った。ま

た九州内の中小企業でも多くの GX 推進のための活動が行われていることを知り、時

代に合わせて企業も変革していかなければならないなと感じた。 

 

  



 

参考資料：人社系副専攻プログラム SDGs セミナー Vol. 4 ポスター

 

 


